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会  議  録 

会議の名称 令和元年度（第１回）白岡市総合教育会議 

開催日 令和元年５月１５日（水） 

開催時間 午前１０時５０分 から 午前１１時５５分 まで 

開催場所 白岡市立菁莪小学校 ３階 多目的室 

出席者（出席構成

員）の職・氏名等 

白岡市長 小島卓           白岡市教育委員 新井二郎 

白岡市教育長 長島秀夫        白岡市教育委員 山﨑美佐江 

白岡市教育長職務代理者 牛田文子   白岡市教育委員 和田 玲子 

                              （計：６人） 

欠席者（欠席構成

員）の職・氏名等 
なし                            （計：０人） 

事務局職員の

職・氏名 

副市長 野口仁史 

学校教育部長兼教育総務課長 河野 彰 

生涯学習部長 篠塚 淳 

参事兼教育指導課長 石﨑昌稔 

参事兼学び支援課長 阿部千鶴子 

いきいき教育課長 中太隆明 

総合政策部長 上ノ原彰宏 

参事兼企画政策課長 齋藤 久 

企画政策課 主幹 小島 浩 

企画政策課 主査 高垣真希 

教育総務課 課長補佐 高澤憲司 

教育総務課 主査 木村真由美 

その他会議 

出席者 
傍聴 ３名 

会議次第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 議事 

‘⑴ 学校給食に係る地産池消に向けた取組について 

‘⑵ 白岡市スポーツ推進委員の活動について 

４ その他 

５ 閉会 
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配布資料 

・会議次第 

・学校給食に係る地産池消に向けた取組について 資料１ 

・白岡市スポーツ推進員の活動について 資料２ 
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議   事   の   経   過 

発 言 者 議  題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

上ノ原部長 

（総合政策部） 

 

 

小島市長 

 

 

 

小島市長 

 

 

河野部長兼課長 

（教育総務課） 

 

Ｃ委員 

 

 

河野部長兼課長 

（教育総務課） 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

河野部長兼課長 

（教育総務課） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

  上ノ原総合政策部長の進行により会議が開会した。 

 

 

２ 挨拶 

  小島市長から開会挨拶が行われた。 

 

 

３ 議事 

小島市長が議長となり、議事進行が行われた。 

 

‘⑴ 学校給食に係る地産池消に向けた取組について   

教育総務課から資料１に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

 県内産の食材使用量が１９．１％の理由としては、作物の種類が少ないの

か、全体量が少ないのか。 

 

 １９．１％の算出方法について、県の調査では、献立に使われる食材の数

を分母とし、県内産の食材の数を分子とする方法で算出する。 

時期は、６月と１１月の特定の５日間を調査し平均をとるため、年間での

数値ではない。 

  

 １９．１％という数値の理由について、教育委員会はどのように考えてい

るのか。 

 

数値を上げるために、その時期に献立を変更し県内産を多く取り入れるこ

とも可能ではあるが、当市は通常どおりの献立としているため、年間におい

ても類似した数値であると考えられる。しかし、この率を上げるための取組

は必要と考えている。 

県内産食材の確保については、食材納入業者へ確保できるように話してい

るが、給食費に関連する部分でもあり、バランスを考えながら県内産の食材

を取り入れるようにしている。 
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長島教育長 

 

 

 

 

 

河野部長兼課長 

（教育総務課） 

 

 

 

 

長島教育長 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

 

小島市長 

 

齋藤参事兼課長 

（企画政策課） 

 

 

 

 

 

 

 

小島市長 

 

 

河野部長兼課長 

 学校周辺にも田んぼが広がっており、米作りが行われている。子供たちも

学校の授業を通し、田植えや稲刈りの体験を行っているが、白岡産の米が給

食に提供されているということを、子供たちは知っているのか。 

学校だよりや給食の献立等に掲載し、知ってもらえる取組を行政として

行ってはどうか。 

 

 米については、減農薬米を給食用に栽培していただいており、給食の献立

表に産地を記載しているが、白岡産を使用しているという観点でのＰＲは不

足していると感じている。 

 子供たちには、白岡産であると感じながら繰り返し給食をとることで、地

産地消という考え方が身についていくと考える。 

 

 味彩センターで販売されている米には、白岡産減農薬米との表示がされて

いる。 

 

 白岡産の食材を学校給食で使用し、それを食べることで子供たちは白岡に

対する愛着を深めると考えられるが、現在、１０校分の学校給食に協力をし

ている生産者はどれくらいあるのか。 

今後、生産者が減少すると白岡産の食材を学校給食で提供できなくなると

いう問題があるのではないか。また、生産者と子供たちが交流を行うことで、

生産者にやりがいを感じてもらい、それが食材の確保へとつながるのではな

いか。 

 

 学校給食の食材を提供している生産者等の把握をしているか。 

 

 学校給食への白岡産食材の供給は、味彩センターを通して行っているため、

味彩センターに登録をしている生産者が出荷したものが学校給食として提供

されている。また、教育委員会から食材納入業者にも積極的に県内産を調達

するよう依頼をしているところである。しかしながら、生産者の高齢化や後

継者不足、生産面積の減少、近年では天候不順による農作物の不作等もあり、

学校給食で提供する量の食材が確保しにくいという課題がある。さらに、味

彩センターでは、各学校への食材を配達する担い手がいないという課題も挙

げられる。 

 

 議会でも地産地消という議題が取り上げられたが、拡大が難しい部分があ

るがどうか。 

 

 野菜等は季節ものであるため、生産時期が重なる。生産者には時期の調整
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（教育総務課） 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

河野部長兼課長 

（教育総務課） 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

小島市長 

 

齋藤参事兼課長 

（企画政策課） 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

野口副市長 

 

 

 

 

小島市長 

 

Ｂ委員 

 

Ｄ委員 

 

を依頼し、一つでも多くの食材が学校給食として提供できるよう積極的に働

き掛けていく。 

 

 生産者の高齢化や後継者不足等の現状を考えると、１９．１％という数値

はなかなかの数値ではないか。数値にとらわれず現状維持をお願いしたい。

できる範囲で白岡産・県内産の食材を取り入れていけばよいと考える。 

 

 １９．１％の数値は県内産を含んだ数値であるため、白岡産をできるだけ

増やしたいと考えている。また、数値よりも白岡産・県内産の食材を学校給

食で使用している状況をよりＰＲし、児童・生徒に理解してもらうことが食

育につながると考える。 

 

 女子栄養大学と連携しメニューなどを考え、子供たちに食の大切さを教え

ているが、調理実習などを通し、食育について一緒に考えていくことも大切

と考える。 

 

 女子栄養大学との取組はどのような状況であるか。 

 

 大学教授の指導や大学生の協力を仰ぎながら毎年メニュー作りを行ってい

る。この取組は、学校給食を通じ、郷土愛・健康・食文化について考えるこ

とも目的としており、引き続き大学と連携していきたいと考える。 

 

 新メニューができると試食をさせていただいている。私は試食会に参加す

ることを楽しみにしているが、メニュー作り等に参加した子供たちは、それ

以上に楽しみにしていると思う。今後とも、この事業を継続していただきた

い。 

 

 児童・生徒に郷土に対する誇りや愛着を持ってもらうために、白岡産・県

内産の食材を使用することは大切である。生産者の減少について、仕方がな

いと捉えるのではなく、将来に向け都市近郊農業の在り方を市の政策として

考えていかなくてはならないと考える。 

 

 今までの内容から白岡市の現状について、理解していただけたと考える。 

 

 現状を維持し、子供たちの食育に努めてもらいたい。 

 

 ＰＲの方法として、スーパーなどで見かけるように生産者の写真があると

親しみが湧くのではないか。子供たちにもそのような形でお知らせをすると
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小島市長 

 

 

 

 

中太課長 

（いきいき教育課） 

 

Ｃ委員 

 

 

中太課長 

（いきいき教育課） 

 

Ａ委員 

 

 

中太課長 

（いきいき教育課） 

 

Ｂ委員 

 

 

 

中太課長 

（いきいき教育課） 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

小島市長 

 

 

 

よいのではないか。 

 

議題１については、関係団体と連携をしながら前向きに取り組んでいくよ

うお願いする。 

 

  

⑵ 白岡市スポーツ推進委員の活動について   

いきいき教育課から資料２に基づき説明が行われた。 

 

（質疑） 

 体力テストを行い、その結果についてアドバイスをしたり、イベントへの

参加を呼び掛けたりすることはあるのか。 

 

 体力テストは、統計をとることが目的であるため、指導等は行わない。体

力テストの結果から体力の変化を感じてもらうものである。 

 

 市民ハイキングの参加者は高齢者もいるということだが、行き先は下見を

行い決定するのか、行ったことがある人からの聞き取りで決定するのか。 

 

 行き先は、下見を行い決定している。今年度は、高齢者でも参加できる平

坦な場所を選定したい。 

 

 スポーツ推進委員の方は、定年退職等により時間のある方が多いとはいえ、

このような活動を行うことは大変なことであると考えるが、任命については、

人からの紹介や公募等どのような方法で決めているのか。 

 

 スポーツ推進委員の方からの紹介や公募によるものもある。現在１名の欠

員がある。また、応募いただいても内容・日程等が合わずに辞退されたケー

スもある。近隣市町においても欠員があり人集めに苦労していると聞いてい

る。 

 

 軽スポーツなど参加者に応じた指導を行っていただいており、大変感謝し

ている。今後とも、白岡市の生涯スポーツの推進に取り組んでいただきたい。 

 

それでは、以上で本日の議事は全て終了とする。 

円滑な議事進行に御協力を賜り、感謝申し上げる。 
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齋藤参事兼課長 

（企画政策課） 

 

 

上ノ原部長 

（総合政策部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

次回の総合教育会議の開催について（事務局説明） 

 

 

５ 閉会 

  上ノ原総合政策部長の閉会宣言により終了       【11:55終了】 
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資料１ 
                         

学校給食に係る地産地消に向けた取組について 

 

１ 学校給食の法令上の位置付け 

 学校給食法 

⑴ 学校設置者の任務（第４条） 

義務教育諸学校の設置者は、当該義務教育諸学校において学校給食が実施されるよ

うに努めなければならない。 

 

⑵ 学校給食の目標（第２条） 

ア 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

イ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことが 

できる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

ウ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

エ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、生 

命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

オ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理 

解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。 

カ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

キ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

 

⑶ 経費の負担（第１１条） 

学校給食の実施に必要な施設及び設備に要する経費並びに学校給食の運営に要す 

る経費は、義務教育諸学校の設置者の負担とする（人件費、施設設備の修繕費）。 

上記以外の学校給食に要する経費は、学校給食を受ける児童又は生徒の保護者の負 

担とする（食材費）。 
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２ 学校給食の区分等 

⑴ 学校給食の区分（学校給食法施行規則第１条） 

ア 完全給食（給食内容がパン又は米飯、ミルク及びおかずである給食） 

小学校（９８．５％）、中学校（８６．６％） 

イ 捕食給食（完全給食以外の給食で、給食内容がミルク及びおかず等である給食） 

小学校（０．３％）、中学校（０．４％） 

ウ ミルク給食（給食内容がミルクのみである給食） 

小学校（０．３％）、中学校（２．９％） 

（割合は、平成３０年５月１日現在） 

 

⑵ 調理方式 

ア 単独調理方式（自校方式）     ４２．４％ 

イ 共同調理方式（給食センター方式） ５４．１％ 

ウ 外部委託方式（デリバリー方式）   ３．５％ 

（平成２９年５月１日現在） 

 

３ 地産地消に向けた取組について（食材の選定） 

地元産（県内産）の食材の使用について 

国・埼玉県の目標 ３０％以上（埼玉県の現状 ２３．７％） 

白岡市の現状 １９．１％  

これまで使用した主な地元食材（白岡産） 

米（減農薬米）、ねぎ、なし、トマト、みそ（母ちゃんみそ）など 

新たな野菜の使用 ニンジン、たまねぎ、じゃがいもなど 

・今後のさらなる地産地消へ向けた取組みの課題など   

 作り手の確保（量、質の確保）（高齢化） 

→生産者の満足度向上→生産者と児童、生徒との試食会の開催など 

学校への配送手配→しらおか味彩センターでの配送ができるか？ 

・市農政課・しらおか味彩センターとの連携協力の推進が必要 
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４ 学校給食に係る栄養士等管理体制について 

・栄養士の配置状況 

学校栄養士６人（県費４人、市費２人） 

教育委員会２人   

  計８名の栄養士 

 

・献立の検討等 

献立検討会 月に１回 

物資部会  月に１回 

発注会   月に１回 

給食用食材放射性物質測定 月に２回 

 

・運営上の課題等 

アレルギー対策 完全除去方式へ移行 

異物混入の対策 衛生管理対策（検品の徹底など） 

給食費の問題 滞納対策、徴収方法（公会計方式など） 

学校給食に対する理解度の向上→児童、生徒との試食会などイベント等の実施 

施設設備の老朽化等→計画的な更新等 



資料２ 

白岡市スポーツ推進委員の活動について 
 

１．スポーツ推進委員とは  

スポーツ推進委員とは、スポーツ基本法第 32 条に基づき、市教育委員会が委  

嘱する非常勤の職員です。白岡市には 17 名（平成 31 年 4 月 1 日現在：任期２  

年）のスポーツ推進委員がおり、市民スポーツの推進のため、スポーツ教室、大  

会等の実施にあたり、参加者への実技指導やスポーツに関する助言を行っており  

ます。  

 

参考  スポーツ基本法第 32 条  

第３２条   

市町村の教育委員会 (特定地方公共団体にあっては、その長 )は、当該市町村におけるスポーツの

推進に係る体制の整備を図るため、社会的信望があり、スポーツに関する深い関心と理解を有

し、及び次項に規定する職務を行うのに必要な熱意と能力を有する者の中から、スポーツ推進

委員を委嘱するものとする。  

２  スポーツ推進委員は、当該市町村におけるスポーツの推進のため、教育委員会規則 (特定地  

方公共団体にあっては、地方公共団体の規則 )の定めるところにより、スポーツの推進のための  

事業の実施に係る連絡調整並びに住民に対するスポーツの実技の指導その他スポーツに関する  

指導及び助言を行うものとする。  

３  スポーツ推進委員は、非常勤とする。  

 

２．平成 30 年度  白岡市スポーツ推進委員  活動実績  

 

①軽スポーツ教室  

平成 30 年 6 月～12 月  8 回実施【篠津小学校体育館】              

実施種目：ファミリーバドミントン、フロアカーリング  

②アダプテッドスポーツ教室  

平成 30 年５月～平成 31 年 2 月  ５回実施【勤労者体育センター】  

実施種目：四面卓球、ほーるボール  

③新体力テスト  

平成 30 年９月８日（土）【南小学校体育館】  体力・運動能力の統計調査  

④第２２回市民ハイキング  

平成 30 年１０月１３日（土）【東京都八王子市  陣馬山】  

⑤さいかつぼーる交流大会  

平成 30 年１０月２７日（土）【篠津小学校体育館】  

⑥平成３０年度雪上体験教室  

平成 3１年１月２６日（土）【赤城少年自然の家】  そり滑り、雪合戦   

                 

１ 



３．平成 30 年度  白岡市スポーツ推進委員  活動風景  

 

①軽スポーツ教室  

市民が生涯にわたり健康に暮らせるように、身体を動かすきっかけとして軽スポーツ

教室を実施しました。家族での参加が多く、みんなで楽しく体を動かすことができまし

た。  

 

 

 

 

 

 

「ファミリーバドミントン」         

 

 

 

 

「ファミリーバドミントン」         「フロアカーリング」  

３対３で行うバドミントン。        氷上以外の体育館等で行うことがで  

シャトルの先端にスポンジがついてお    きるカーリング。  

り、スマッシュも禁止されているため、   木製のフロッカーの下に車輪がつい  

どなたでも参加できる。          ている。  

 

                 

②アダプテッドスポーツ教室  

障がいをお持ちのかたや高齢者、小さなお子さんなど、誰でも気軽に楽しめる

スポーツ教室です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「四面卓球」            「ほーるボール」  

卓球台の角の４人で１チームとし、   白岡市スポーツ推進委員アダプテッド  

鈴入り卓球ボールを相手の陣地に    スポーツ部会で考案したスポーツ。大  

入れ点数を競うスポーツ。       きなバケツに柔らかいガンバルーンを  

卓球台を２つ並べおり、ペットボ    投げて、入るまでの回数を競う。  

トルでボールを打っている。      

２ 



 

③新体力テスト  

平成 30 年９月８日（土）に南小学校体育館において、新体力テストを行いました。

２０歳から６４歳までの参加者が８名、６５歳以上の参加者が９名、総勢１７名が自分

自身の体力を調べました。  

 

 

 

 

握力 20～64歳 65～79歳
上体起こし ○ ○
長座体前屈 ○ ○
反復横とび ○ -
立ち幅とび ○ -
開眼片足立ち - ○
１０ｍ障害歩行 - ○
6分間歩行 - ○

２０ｍシャトルラン ○ -

○身長・体重・血圧・健康チェック
テスト項目

 
 

成人を対象とした体力テスト。スポーツ推進委員が審判を行いまして、握力や長座体

前屈、腹筋、シャトルラン等の体力テストを行いました。  

 スポーツテストを毎年続けることで、ご自身の体の状態の変化を知ることができます。 

 

 

               

 

④市民ハイキング  

「第２２回市民ハイキング」  

平成 30 年１０月１３日（土）に第２２回市民ハイキングを実施しました。３１

名の参加者と１４名のスポーツ推進委員で東京都八王子市陣馬山に登山をし、参

加者全員無事に下山することができました。  

参加者の約６割が市民ハイキングに参加をするのは初めての方でして、市民の

スポーツをするきっかけづくりの場を提供することができました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 



 

⑤さいかつぼーる交流大会  

 “さいかつぼーる”とは？  

“さいかつぼーる”は、平成２０年に埼玉県埼葛地区体育指導委員連絡協議会研

修委員会で考案されたスポーツです。１チーム５人で構成されたチームがバドミ

ントンコートを使用して、柔らかい「おにぎり型」のボールを打ち合います。  

“さいかつぼーる”の特徴！  

①  相手からのボールは、必ず１回バウンドさせなければなりません。  

②  ボールが「おにぎり型」のため、バウンド変化に富んだユニークな動きをします。 

③  ボールが柔らかいので、痛くありません。  

“さいかつぼーる”  

 

 

  

 

 

 

 

                   

平成３０年度は、白岡市から３チーム、

杉戸町から２チーム、蓮田市から１チー

ム参加し、熱戦が繰り広げられました。  

 

 

 

⑥平成３０年度雪上体験教室  

平成２９年度から市内の子供を対象に実施している雪遊び教室で、平成 31 年

１月２６日（土）に群馬県前橋市赤城少年自然の家において開催されました。  

一般参加者３８名（内保護者４名）は、白岡市では体験できない、雪遊びを思

う存分に楽しみました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そり遊びの様子」           「雪合戦の様子」  

 

 

４ 



４．スポーツ推進委員名簿  
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平成31年4月1日 現在

№ 役職 氏名 就任年月日 勤続年数

1 会長 甲　田　　　侃 平成3年4月1日 28

2 副会長 清　藤　　　繁 平成20年3月24日 11

3 副会長 古　川　　　修 平成22年8月11日 8

4 委員 長　島　美智子 平成11年4月1日 20

5 委員 新　井　あい子 平成19年5月7日 11

6 委員 吉　田　智　子 平成22年4月9日 8

7 委員 村　岡　　　彰 平成23年4月1日 8

8 委員 村　岡　夏　江 平成23年5月12日 7

9 委員 上　田　三千代 平成25年5月14日 5

10 委員 吉　松　光　夫 平成25年6月14日 5

11 委員 岸　　　順　子 平成28年4月1日 3

12 委員 岡　崎　真佐子 平成28年4月1日 3

13 委員 石　動　祐　司 平成28年11月11日 2

14 委員 小　沼　な　み 平成29年5月12日 1

15 委員 園　田　眞　一 平成30年4月1日 1

16 委員 石　渡　征　浩 平成31年4月1日 0

17 委員 大　橋　忠　夫 平成31年4月1日 0

白岡市スポーツ推進委員名簿


